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・関数 y=k/xのグラフをもとにして，関数 y=(ax+b)/(cx+d)のグラフをかくこ
とができる。また，分数関数の特徴を理解できる。
・関数 y=sqr(x)のグラフをもとにして，関数 y=sqr(ax+b)のグラフをかくこ
とができる。また，無理関数の特徴を理解できる。
・合成関数，逆関数の意味を理解できる。また，合成関数や関数の逆関数を求
めたり，関数の逆関数のグラフがかける。

・無限数列{ an}において， nが増加するにつれて anがどのように変化するか
を具体的な数列について考察し，数列の収束，発散の意味を理解できる。
・等比数列と極限についての関連性を理解し，具体的な無限等比数列を求める
ことができる。
・無限等比級数の和の意味を理解し，いくつかの無限等比級数の和を具体的に
求めることができる。無限等比級数の和を認識し，図形へ応用できる。

３ 極限の計算（１）

３ 積の導関数

５ 関数の最大・最小
６ グラフの凹凸
７ 関数のグラフと概形

３ 関数の増減

６ Ｘｎの導関数

１ 数列の極限（１）

練習問題
1節 数列の極限

６ 逆関数とグラフ

２ 分数関数(2)
３ 無理関数
４ 分数関数、無理関数と

方程式、不等式

５ 数列{ｒｎ}の極限

【数学】

平成25年度 指導と評価の年間計画（シラバス）

教 科
盛岡工業高校 全日制課程
小野寺 修

使用教科書
副 教 材
到達目標

学科・学
年新数学Ⅲ（知研出版） 授業時数 90

４月
(９h)

Ｓtudy-Ｕpノート数学Ⅲ(数研出版）
極限,微分法及び積分法についての理解を深め,知識の習得と技能の習熟を図り,事象を数学的に考察し処理する能力を伸ばすとともに,

それらを積極的に活用する態度を育てる。

前期
中間

８ 関数の極限（１）

評価の観点のポイント
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心
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数
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的
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方

到達目標に向けての具体的な取組【評価規準を念頭に置いた指導上の留意点】
・必要に応じて、既習範囲を復習しながら学習を進め基本事項を徹底させる。
・各節、小テストをこまめに実施し、基礎・基本の定着を図る。
・年４回の定期考査を実施し、その都度生徒の自己評価する場を設ける。

表
現
・
処
理

知
識
・
理
解

【数学Ⅲ】
１章 関数

学 習 の ね ら い使用教科書項目

５ 逆関数

７ 無限等比級数の応用
練習問題
２節 関数の極限

５月
(11h)

６ 無限等比級数

２ 数列の極限（２）

９ 関数の極限（２）
10 関数の極限（３）

１ 分数関数(1)

６月
(10h)

７月
(9h)

８月
(6h)

９月
(9h)

10月
(11h)

11月
(10h)

12月
(9h)

1月
(8h)

練習問題
１ 接線の方程式

15 体積（２）

練習問題

練習問題

5

・プリントを用いて数学Ⅲの基本事項を復習する
【数学Ⅲ】

演習

２ 円、楕円と接線

５ 合成関数の微分法

5

２ 導関数の公式

４ 商の導関数

後期末

８ 直線上の点の運動

７ 三角関数の導関数

９ 対数関数の導関数
10 第ｎ次導関数

８ 指数関数の導関数

10 定積分の部分積分法

４ 置換積分法（２）

練習問題

３ 置換積分法（１）

練習問題
１節 不定積分

２ 不定積分（２）

後期
中間

２節 定積分

前期末

１ 微分係数と導関数第３章
微分法

13 面積（３）
14 体積（１）

３節 積分法の応用

５ 部分積分法

７ 定積分の計算
８ 偶関数と奇関数の定積分

４ 極限の計算（２）

・数学Ⅱで学んだ関数値の極限の概念を深め理解できる。
・三角関数をはじめとするいろいろな関数の極限値を求めることができる。

４ 関数の極大・極小

４章
微分法の

応用

１ 不定積分（１）
５章

積分法

11 面積（１）

11 関数の極限（４）
12 いろいろな関数の極限

13 三角関数の極限
14 関数の連続性
15 連続な関数の性質
練習問題

12 面積（２）

９ 定積分の置換積分法

・三角関数の加法定理から導かれる積を和・差，和・差を積に直す公式が理解できる。また，三
角関数の極限に関する定理と差を積に直す公式をもとにして，三角関数の導関数を求めることが
理解できる。
・自然対数の底 を導入し，対数関数の導関数が理解できる。また，対数を利用した微分法，対
数関数の微分を用いて,指数関数の導関数を求めることができる。
・高次導関数について理解できる。

・数学Ⅱで学習したことがらをもとにして，微分係数，導関数の定義を確認
し，基本的な公式を理解できる。
・積・商の導関数を認識し, が負の整数のときの が成り立つことを理解でき
る。
・合成関数の微分法，逆関数の微分法を理解できる。nが有理数のと
き,y'=nx^(n-1)が成り立つことを理解できる。

・微分法の応用として，接線の方程式及び法線の方程式が求めることができ
る。
・関数の値の変化を調べ，極値を求めることができる。
・曲線の凹凸に関する性質を理解し,これまで学んだことを総合して関数のグ
ラフの概形をかくことができる。・関数について，最大値，最小値を求めることができる。
・微分法を応用して，不等式を証明することができる。また，方程式の実数解
の個数を調べることができる。
・１次近似式について理解し，近似値を求めることができる。
・運動する点の速度・加速度が導関数を用いて表現できることを理解できる。

・累乗関数，三角関数，対数関数，指数関数の導関数から，その逆演算とし
て，積分法の基本的な公式を理解できる。
・置換積分法を理解できる。また，これらの方法により不定積分を求めること
ができる。
・部分積分法を理解できる。
・分数関数や三角関数を変形して,不定積分を求めることができる。

・定積分の値を計算できる。
・置換積分法を用いて定積分の値を計算することができる。
・部分積分法を用いて定積分の値を計算することができる。
・定積分で表された関数についての問題を解くことができる。

・整関数以外の関数のグラフや陰関数の曲線で表される図形の面積の求め方が
理解できる。また，その値を計算できる。
・立体の体積が定積分によって求められることを理解できる。また，その値を
計算できる。
・区分求積法の考え方に興味を持ち理解して，区分求積法により面積の値を計
算することができる。

６ 定積分とその性質


